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１ 単元名 「携帯電話の利用について」 

 

２  単元について 

（１）ねらいについて 

 ① 本校生の大半が携帯電話を所持している現在において、その利用についての学習

は、家庭や学校においては必須である。 

② 携帯電話を介した犯罪や様々なトラブルが学校内でも頻繁に発生しているが、教

師がその対応に追い付いていない。 

 ③ 携帯電話という個人の所有物に対して、その使用にまで完全に規制できないの

で、如何に使用者である生徒と保護者の認識を高くするかが重要である。 

 

（２）生徒の実態について 

※  省略 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指導にあたって 

  ○ 携帯電話の問題点だけを単に取り上げる授業とならない展開を心掛け、生徒自身

でその問題点を自覚させる。 

 ○ ブレインストーミング法を取り入れ、普段は発言が少ない生徒も自分自身の意見

を発信しやすいようにする。 

 ○ 生徒が自らの経験に置き替えながら授業に取り組み、今後の生活の中で携帯電話

を有効に使う自覚が芽生えるようにする。 

 

３ 本時の展開 

（１）目標  ①携帯電話を介した様々なトラブルを生徒たちが共有するとともに、その

発生の傾向や頻度の高さなどを知り、携帯電話が単なる便利な道具では

ないことを自覚する。 

            ②本時を通して、携帯電話をよりよく使う知識と他人を直接または間接的

にトラブルに巻き込んだり、傷つける道具であることを自覚する。 

 



（２）展開 

時

間 
学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点 

導

入 

5

分 

・グループ分け。 

・携帯電話に関する

様々なデータを見

る。 

・携帯電話を介した

事件等のマスコミ

記事を見る。 

 

・本時の目的の確認。 

○指定されたグループに分か

れる。 

○携帯電話が生活の中に浸透

し、不可欠な道具となって

いることをデータで確認す

る。 

○便利な反面、多くの事件が

発生していることを思い起

こさせる。 

○本時の目標を確認する。 

・意見が活発に出やすいよう

なグループ分けを行う。 

・携帯電話の必要性を認識さ

せながら問題を多く抱えて

いることも認識させる。 

 

・本時が携帯電話の有効活用

を促すものであることを認

識させる。 

展

開 

35

分 

・携帯電話が有って

良かった点を書き

出す。 

・携帯電話で困った

点を書き出す。 

・意見の整理。 

 

 

・グループ内での意

見の集約。 

・意見の発表。 

 

・各グループの意見

を集約する。 

 

・携帯電話で困った

点に絞り討議す

る。 

 

・意見の発表。 

・各グループの意見

を集約する。 

○与えられた用紙に自分で経

験又は考えた良かった点、

困った点を書き入れる。 

 

○グループ内で用紙の内容を

いくつかの意見のまとまり

に分類する。 

○分類した意見を多くの生徒

が共有できるものだけに絞

る。 

○各グループから意見を発表

する。 

○各グループから出された意

見を見ながら共通性を見い

出す。 

○共通点を一つに絞って、そ

の発生原因を各自用紙に記

入し、再度グループ内で分

類する。 

○グループで導いた意見を発

表する。 

○各グループから出された意

見を見ながら共通性を見い

出す。 

・授業の進め方を把握させ、

各生徒から意見が出やすい

雰囲気を作る。 

 

・どの意見も間違いではない

ことを生徒に自覚させる。 

・意見の集約がスムーズに行

われるように促す。 

 

 

・発表された意見の共通性を

見い出すことで、誰にでも

起こりうる可能性を指摘す

る。 

 

・再度、問題点の発生原因を

討議することを促す。 

 

 

・発表された意見に再度共通

性がないかを各自で考えさ

せる。 



終

末 

10

分 

・携帯電話の良い点

と問題点の再確

認。 

 

・有効活用するため

に、どんなことを

我々が注意しなく

てはならないかを

確認する。 

○問題点として挙がった中に

自分自身が経験したものが

ないかを確認する。 

○問題の発生原因を認識す

る。 

・各グループからの意見と似

た経験などがないかを考え

させる。 

・問題発生には必ず原因があ

ることを認識させ、その原

因を作らない心掛けと行動

が重要であることを確認さ

せ、携帯電話を今後どのよ

うに使用したらよいかを考

えさせる。 

 


